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Ⅰ 評価について 

 

１．趣旨 

  文化芸術基本法では「地方公共団体は、基本理念にのっとり、文化芸術に関し、国との

連携を図りつつ、自主的かつ主体的に、その地域の特性に応じた施策を策定し、及び実施

する責務を有する。」と定められています。 

こうしたなか、尼崎市では本市の最上位計画にあたる「尼崎市総合計画」の部門計画と

して策定した尼崎市文化ビジョン（以下「ビジョン」という。）において「本ビジョン推

進にあたっては、市は責任を持って文化芸術振興の役割を担う。」「文化の担い手である市

民が主体的に活動を展開していくため、市は情報提供・相談などのサポートを行う。」と

定めており、本市における文化の位置付けや責務を明確に示しております。 

  このビジョンを着実に推進するためには、文化事業の進行状況を管理し、必要に応じて

改善していくことが重要です。そこで、行政評価と行政運営を連動し、文化施策・事業の

PDCA サイクルを運用していくため、本市が実施する文化事業の評価を行います。 

 

２．評価の対象等 

  ビジョンでは文化を広義に捉えていますが、実効性のある取組を示すため、芸術分野を

中心とした狭義の文化を主に対象とし、次の項目に全て該当する事業を評価対象事業と

します。 

  ⑴ 市の予算により実施されている事業 

 ⑵ 継続性のある事業 

  ⑶ 狭義の文化（文化芸術基本法第８条から第１４条までの項目（出版物、レコードを

除く））（下表のとおり）に関連する事業 

芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊 

メディア芸

術 

映画、漫画、アニメーション、コンピュータその他の電子機器等を利用し

た芸術 

伝統芸能 雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他の我が国古来の伝統的な芸能 

芸能 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能 

生活文化 茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋その他の国民的娯楽 

文化財等 有形及び無形の文化財並びにその保存、修復、防災対策、公開等への支援 

地域におけ

る文化芸術 

各地域における文化芸術の公演、展示、芸術祭等への支援、地域固有の伝

統芸能及び民俗芸能（地域の人々によって行われる民俗的な芸能をいう。） 

  

なお、公益財団法人尼崎市文化振興財団（以下、「文化振興財団」という。）はビジョン

推進の中核と位置付けているため、市の補助金により実施している事業について評価を

行います。 
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３．評価の方法 

文化の効果を評価するにあたっては、定量的な評価や単年度ごとの指標による判断に

留まることのないよう、次の２つの異なる手法により、本市の文化事業がビジョンの取組

の柱に沿った内容になっているか定量的視点と定性的視点からあわせて評価を行います。 

 

○本市の取組の柱 

  ⑴ 若い人の夢とチャレンジを応援する 

将来を担っていく若い人の夢を後押しし、飛躍のきっかけとなる機会を提供することで、尼崎が夢とチャレ

ンジを応援するまちであるというメッセージを発信し、そのメッセージが届くことで、新しいもの・ことにチ

ャレンジする人が集まってきます。ビジョンでは取組の柱の最上位に位置づけ、この取組を推進していくこと

としております。 

  ⑵ 育まれてきた歴史・伝統・文化を継承・発展させる 

本市には長い歴史とともに育まれてきた歴史資源や長年継承されてきた伝統芸能や祭りが残っています。こ

れらについて学び・楽しみながら、それが守り伝え活かされていくよう、歴史資源等に関連した事業を実施し、

歴史・伝統・文化を継承し、発展させていきます。 

⑶ 市民の芸術体験を支える 

文化のつくり手・担い手が育っていくためには、市民が芸術に触れる機会を増やす必要があるため、芸術を

「特別なもの」としてではなく、日々の暮らしの中で、呼吸をするように触れ合い、楽しめるような尼崎市を

目指すことで、市民のみならず、市外の多くの人たちを惹きつけ、交流を深めていきます。 

 

① 現地視察を踏まえた評価 

ビジョンの取組の３つの柱について、毎年度、それぞれ１事業ずつ選出した３事業

を対象として、文化・芸術に造詣の深い専門家等（以下「専門家」という。）による

現地視察での意見を踏まえた評価を行います。 

 

② 個別事業に係る評価 

対象の全ての事業について、達成年度の目標値及びビジョンの取組の柱に沿った

事業展開を実施できたかという２つの項目を組み合わせて個別事業を評価します。 

  

評価 
目標値に対する評価 

（定量評価） 

取組の柱に沿った事業展開 

（定性評価） 

Ａ 
目標以上の達成ができた。 

（100％より大きい） 
実施できた。 

Ｂ 
概ね達成できた。 

（80％以上 100％） 
実施できた。 

Ｃ 

概ね達成できた。 

（80％以上 100％） 
実施できなかった。 

達成できていない。 

（80%未満） 
実施できた。 

Ｄ 
達成できていない。 

（80%未満） 
実施できなかった。 
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Ⅱ 令和３年度事業評価（現地視察を踏まえた評価） 

 

令和３年度の事業評価については、当該年度の代表的な事業が、複数の取組の柱と関連が

深いことから、取組の柱それぞれから１事業という条件で限定はせず、取組に偏りがないよ

う、事業を選出しました。 

【対象事業】 

A 尼子騒兵衛展（取組の柱１・２・３） 

B あまがさきアート・ストロール（取組の柱１・２・３） 

C 歴史博物館特別展「花開く江戸絵画～城下にぎわうころに」（取組の柱２） 

 

A 尼子騒兵衛展（取組の柱１・２・３） 

尼子騒兵衛氏は、尼崎市出身・在住で、漫画「落第忍者乱太郎」の作者であり、NHK 最

長寿アニメ番組「忍たま乱太郎」の原作者として知られています。尼子氏が作り出す乱太郎

の世界は、漫画・アニメだけでなく、絵本や映画・ミュージカルなどに広がり、子どもから

大人まで幅広い層に愛されています。本展は、令和元年度より整理及び調査を進めてきた尼

子事務所所有の作品や資料を活用するイベントであり、新型コロナウイルス感染症の影響

により令和２年度から開催が延期となったものです。（主催：尼子騒兵衛展実行委員会） 

なお、本展は単年度事業ですが、「忍たま乱太郎」ゆかりの地名をめぐるファンのおもて

なしや、尼子氏の功績の紹介は常時取り組んでいるものです。 

 

  目的 尼子氏の原画や資料を通じて人物像を

紹介することで、市内外の人が尼子氏

の功績に触れる機会づくり、市民が芸

術に触れるきっかけをつくる。 

実施内容 原画や資料、約 1,500 点を通じて、尼

子氏の人物像に迫る。 

実施期間 7 月 17 日〜9 月 26 日 

目標 8,000 人（入場者数） 

実績 5,854 人 

効果 緊急事態措置及びまん延防止等重点措

置の実施期間と重なり、目標には達し

ていないものの多数の来場者があり、

目的の達成だけでなく、まちのにぎわ

いづくりにも貢献できた。 

 

【評価・今後の課題】  

専門家による現地視察では、「地域の文化資源として尼子騒兵衛と比肩できる作家は少

ない」、「絶大なる知名度」を持っている、「全国的にファンが多い」ことから、本展が様々

な年齢層に訴求した点や、話題性という点で評価されました。 

また、小学生から中高生までの子どもの姿も多かったことから、「漫画家を志す人は多
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く、若い人への夢を与えられた」という観点でも評価されました。 

一方、市民が参画する機会がないことや、「育まれてきた歴史・伝統・文化を継承・発

展させる」（取組の柱２）との整合性の観点では、効果に疑問の意見もありました。 

展示内容については、ボリュームのある原画の展示に加えて仕事場の再現といった作

者に迫る部分もあり、充実した内容であったものの、作品に馴染みのない来場者にとって

は展示物の説明が不足しているのではないかという指摘や来場者への配慮として整理・

厳選することも必要との指摘もありました。広く市民に来場いただき、市民の誇りにつな

げていただくという観点では、展示内容を分かりやすく伝える工夫も必要です。 

本展の特徴として特筆すべきは、やはり市外からの来場者数が多かった（アンケート回

答者のうち市外の方が 78.3％）ことであり、文化ビジョンでは明示していない文化観光

としての効果もあったと言えます。なお、近隣の A-LAB や尼信会館でも尼子氏の原画や

グッズの展覧会を開催することで、来場者に各施設を周遊いただける取組になっていま

したが、他会場の案内などの工夫は改善の余地があったとの指摘がありました。今後、集

客力のある事業をする場合には改善することが求められます。 

 

B あまがさきアート・ストロール（取組の柱１・２・３） 

本事業は、毎年秋に六甲山で開催されている「六甲ミーツ・アート芸術散歩」のコンセプ

トを基に、尼崎の街に展示された現代アート作品を自由に歩きながら鑑賞できるアートイ

ベントです。（主催：あまがさきアート・ストロール実行委員会）その一環として、若手ア

ーティストの発表・創作の場である A-LAB でも特別展示を実施しました。 

なお、本事業は単年度事業ですが、今後の開催も検討されています。 

 
 

目的 地域ににぎわいを創出するだけでな

く、普段尼崎を訪れることのない方が

アート鑑賞を機に、市域を周遊し、駅周

辺の街の魅力に触れ、商店街等で食事

や買い物を楽しむきっかけとなり、地

域経済の活性化を図る。 

実施内容 15 か所・31 作家による現代アート作品

の展示。 

実施期間 3 月 19 日〜3 月 27 日 

（A-LAB は 3 月 5 日～4 月 10 日） 

目標 5,000 人 

実績 4,728 人 

効果 展示作品に対する満足度が高いだけで

なく、尼崎への来訪満足度も高く、尼崎

のイメージ向上に寄与できた。人流解

析からも周遊を促す効果もあった。 
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【評価・今後の課題】  

専門家による現地視察では、「六甲ミーツ・アート芸術散歩」によるプロデュースであ

ることから独創的とは言えないものの、尼崎市で初めての開催であることや、回遊する仕

掛けについて評価されました。 

作品については、「想像を超えた作品」、「作品からエネルギーを感じ、次回も必ず足を

運びたく思う」といった高評価があった一方で、「一般市民が作品前を通りがかったとき

に『これ何？』と感じたあと、その作品の面白さを鑑賞するに至るかどうか？」といった、

市民が現代アートをどう捉えるかについての疑問の意見や、展示場所周辺の商業者等に

作品が認識されていないという指摘もありました。また、作品の独創性やアーティストの

育成支援の観点では、尼崎にこだわった作品（A-LAB 展示など）とそうでない作品とで

評価が分かれる側面もありました。 

広報については全委員から指摘があり、「もっと参加・鑑賞者が増えてもよい事業。そ

のための情報発信の戦略が大切」、「チラシから内容が分からなかったので、内容を早めに

フィックスして、告知することが重要」、「市民向けの広報が弱いともったいない」など、

参加者の増加につながる改善が求められました。 

新型コロナウイルス感染症の影響によるまん延防止等重点措置実施期間が含まれてい

たことや、会期中の天候に恵まれない悪条件ではあったものの、アート作品の展示だけに

とどまらず、会期中にはストリートパフォーマンス、演劇、ワークショップ、ブックマー

ケット、フードなど市民主体のものも含め、様々なイベントを、公共施設だけでなく、商

店街、神社、公園などをエリア一帯で開催できました。また、実行委員会形式で地元の事

業者などが参画した運営ができました。 

今後、開催をする際には、文化振興の観点から、市民・地元の人々が現代アートに親し

めるような工夫やアーティストの創作活動の支援の充実が必要です。 

 

C 歴史博物館特別展「花開く江戸絵画～城下にぎわうころに」（取組の柱２） 

尼崎市立歴史博物館開館１周年記念の第１回特別展として、コレクションのなかから、

「犬追物図屏風」や「洛中洛外図屏風」などの近世風俗図や、尼崎ゆかりの女流画家清原雪

信の作品、尼崎が舞台となった幸若舞曲を描いた「新曲図扇面」など、江戸時代前期の絵画

を紹介し、天下泰平とよばれる平和な時代の文化の一端にふれていただく展示です。 

 



6 

 

  目的 歴史資料等の収集の成果を市民に還元

し、他都市博物館等からの借用資料も

加えた特別展を開催することにより、

歴史豊かな文化都市としてイメージア

ップに貢献する。 

実施内容 近世風俗図、女流画家清原雪信の作品

などのコレクション、他館資料の展示 

実施期間 10 月 2 日〜11 月 30 日 

目標 1,500 人（展示観覧者数） 

実績 10,367 人（入館者数） 

効果 1万人を超える入館者があり、観覧者か

らは高い評価を得た。尼崎の歴史や文

化財に関する市民や市外からの来訪者

の関心を高めることができた。 

 

【評価・今後の課題】  

専門家による現地視察では、「長年の研究調査や近年の発見作品が展示され、歴史・伝

統・文化を継承発展させている」、「教科書で知っている題材の本物を目の当たりにするこ

との文化的刺激は特別展の本領」、「実際の見聞から、その時代の文化・生活習慣・風土・

風習を知ってもらういい機会」など、高く評価されました。 

学芸員の解説により、展示に深みと企画目的が伝わり満足度が高まるため、展示を見た

だけの来館者には「動画や音声を用いて補うこと」も必要との指摘がありました。 

市民参画については、これまでも展覧会以外の場面で「れきし体験学習ボランティア」

が様々な活動をしてきていることから、地域からの参画者を大切にして運営を続けてい

くことが期待されます。また、子どもたちに学んでもらうために、学校との連携も引き続

き重要であるとともに、入場無料であることも PR して様々な属性の市民の来館を促して

いくことが必要です。 

歴史博物館が開館して１周年ですが、これまでの調査研究を今後も継続し、展示は「タ

ーゲットを設定した企画展、テーマや課題解決につながる特別展」など、尼崎らしい企画

をしながら、次の時代の文化振興につなげていくことが必要です。 
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Ⅲ 個別事業の評価 

   

【評価結果】 

令和３年度に実施した評価対象事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により前年度

に未実施であった事業が再開されたものもあり、６事業増え３３事業となりました。個別

評価の詳細については別紙のとおりですが、評価指標として参加者数を設定している事業

も多く、当初設定の目標値をコロナ禍において達成することが難しく、A・B 評価が増え

にくい側面があります。 

 

（令和３年度 個別評価集計） 

評価 

取組の柱                  
A B C D 未実施 

実施 

事業数 

事業 

合計 

①若い人の夢とチャレンジを応援する 1 3 6 0 0 10 10 

②育まれてきた歴史・伝統・文化を継
承・発展させる 

2 2 6 0 3 10 13 

③市民の芸術体験を支える 2 5 6 0 1 13 14 

合  計 5 10 18 0 4 33 37 

※コロナウイルス感染症の影響などにより中止した事業等を「未実施」としています。 

 

【令和３年度の新たな事業】 

①若い人の夢とチャレンジを応援する 

・白髪一雄現代美術賞 

   若手アーティストによる先駆的で魅力のある現代美術作品を顕彰し、若いアー

ティストが活躍できる場の提供を行うものです。初年度は応募者数が 47 人に留

まったため、賞の認知度や価値の向上のため、本市の取組を全国に向けて発信し

ていく必要があります。 

③市民の芸術体験を支える 

・アート＠シビック・ロビー事業 

   市が所蔵する美術品を市内公共施設のロビー等で展示するものです。４期ごと

に４テーマで巡回しました。 

・アウトリーチ事業（音楽）、地域展開事業 

   これまで市補助事業である美術部門のアウトリーチ事業のみ掲載してきました

が、令和３年度より文化振興財団がシルバー人材センターとの共同事業体とし

て、園田東・園田西生涯学習プラザの指定管理に参入したことを機に地域展開を

強化しており、その実態を事業評価に反映していくため、文化振興財団の自主事

業ではありますが、掲載しています。 

・あまがさきアート・ストロール（事業評価対象） 

   毎年秋に六甲山で開催されている「六甲ミーツ・アート芸術散歩」のコンセプ

トを基に、尼崎の街に展示された現代アート作品を自由に歩きながら鑑賞してい
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ただく試みです。あまがさき歴史音楽祭を転換し、掲載しています。 

 

 

Ⅳ 総括評価 

 

【前年度の評価に対する改善の取り組み】 

令和２年度に個別評価を行った「近松賞」「歴史博物館開館記念事業」「おうちでアルカイ

ック」の３つの事業については、次のような改善に取り組みました。 

 

「近松賞」については、上演にあたっての周知の工夫、演劇に興味を持つような発信の工

夫が指摘されていました。令和３年度は第８回近松賞の募集・PR を実施しており、演劇専

門雑誌などへの広告掲載を行いました。令和４年度に受賞作品の決定、令和６年度に受賞作

品の上演のスケジュールで準備を進めており、計画的に上演の周知ができるよう、上演準備

を進めていく予定です。 

 

「歴史博物館開館記念事業」については、歴史・芸術・文化に興味を持ち理解しやすい伝

え方について指摘されていました。歴史博物館では、令和３年度に行った特別展事業（事業

評価対象）と企画展示事業では、それぞれ展示解説を行っているほか、特別展事業では２度

の記念講演会を行いました。令和３年度に行った開館１周年記念の講演会では、歴史博物館

と関わりの深いテーマで、「歴史博物館と地域振興」（田辺眞人氏・園田学園女子大学名誉教

授）、「探求！尼崎のあけぼの」（森岡秀人氏・関西大学大学院講師）の２回を開催しました。

コロナ禍のなかの開催ということもあり、参加者数を制限せざるを得ませんでしたが、尼崎

の歴史に造詣の深い講師による講話でテーマを掘り下げたことや、豊富な配布資料を準備

したこともあって、参加された方には満足いただける内容となったと考えています。 

 

「おうちでアルカイック」については、総合文化センター事業の参加につながるよう、ダ

イジェスト・概要が分かるようにする工夫などが指摘されていました。令和３年度は感染対

策をしながら各種事業が開催されている社会状況の中ですが、「アルカイック避難訓練コン

サート 2021」や「舞台裏探検ツアー」といった、独自の取組の PR となるダイジェスト動

画の配信や、事業のライブ配信などを行いました。引き続き、企画・撮影・編集の技術を向

上させながら取り組んでいく予定です。 

 

【今年度の視察事業に対する評価】 

今年度専門家に視察いただいた３事業のうち２事業（尼子騒兵衛展、あまがさきアー

ト・ストロール）は、文化ビジョンの３つの取組の柱いずれにも寄与する事業であり、取

組の柱との整合性のチェックはこれまでの枠組みを越える形となりました。市外からの集

客につながる企画内容や地域での周遊を促す仕組みについては、現行の取組の柱との整合

では評価しにくい面がありました。いずれも予備知識のない市民に魅力を伝え、体感して
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もらうためには、工夫が必要な点が指摘されています。 

歴史博物館特別展については、取組の柱の方向性に沿ったものであるという評価を得て

おり、今後の企画展・特別展や市民参画の充実が引き続き期待されます。 

（Ⅱ 令和３年度事業評価（現地視察を踏まえた評価）を参照） 

 

【今後の事業改善に向けて（全体を通して）】 

これまでの事業評価では、周知の方法など広報についての課題や、参加者等の高齢化・若

い世代の取り込み不足が多くの事業に共通した課題となっています。また、感染対策を取り

ながら事業を実施している状況においては参加者数の伸び悩みもあります。 

前回の事業評価でも提示されていた、SNS の活用促進だけでなく、その内容も含めた情

報発信力の強化、新たな参加者獲得に向けて様々な施設に出向いて事業を実施すること、ワ

ークショップの実施などの対応に引き続き取り組んでいきます。 

 

【ビジョン改定に向けて】 

現行のビジョンの取組期間が令和４年度で終了するため、令和４年度中にビジョンの改

定を行います。改定にあたっては、本市の総合計画での文化の位置づけが「地域コミュニテ

ィ・学び」の施策に転換する予定であること、コロナ禍の影響などの社会をとりまく環境の

変化に対応したものとすること、（公財）尼崎市文化振興財団と市との役割分担などを検討

していく予定です。 

これまでの５年間において、当事業評価は、取組の柱をベースとして事業をチェックする

役割を果たしてきており、各取組の柱に沿った新規事業の創設や、事業内容の改善に貢献し

てきました。その蓄積の上に改定されるビジョンの今後の評価においては、改定のポイント

を意識的にチェックできるよう検討していきます。 

また、今回の事業評価においては、取組の柱に明確に示されていない観点や、複数の取組

の柱と関連が深い取組について、現行の枠組みでの評価のしにくさも課題として明らかと

なったため、ビジョンの改定内容への反映と、評価方法の改善の両面での検討もしていきま

す。 

個別事業の評価方法に関しては、評価指標として参加者数を設定している事業の達成度

がコロナ禍において伸び悩むことになり、定量評価の難しさがより浮き彫りになりました。

今後は定性評価を重視することも検討していきます。 

以 上   



経費 アンケート

事業開始年
度

目的 実施内容
対象世代
（誰向け）

実施期間
実施
回数
（回）

参加
人数
（人）

R3
事業費

（単位：千
円）

指標名 単位 目標
達成年

度
R1 R2 R3

財源獲
得の努

力
広報 協働

改善点等に対する
取組

評価 評価の理由 課題 今後の方向性
満足と答え
た人の割合

1
尼子騒兵衛作品等
資料収集・調査・活
用事業

文化振興
担当

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

市民の芸術体
験を支える

令和2年度

尼子騒兵衛氏の作品、資料を
整理し、尼子騒兵衛氏のこれ
までの画業を総合的に紹介す
る全国で初めての「尼子騒兵
衛展」の開催することによって
全国へ尼崎の魅力・地域資源
を発信し、市民にまちの魅力と
して誇りに感じてもらうシビック
プライドの醸成を目的とする

尼子騒兵衛氏の作
品、資料を整理し、
尼子騒兵衛氏のこ
れまでの画業を総
合的に紹介する全
国で初めての「尼子
騒兵衛展」を開催し
た。観光案内所にて

原画を展示した。

全世代
7月17日～9月

26日
1 34121 6,056

入場者
数（尼子
騒兵衛

展）

人 8000 R3 − − 5854

尼子騒兵
衛展：令和
３年度文
化庁文化
芸術創造
拠点形成
事業補助
金、自治
総合セン
ターコミュ
ニティ助成
事業採択

・市報
・あまらぶFB
・プレスリリース
・チラシ
・ポスター
・Twitter

尼子騒兵衛展：
実行委員会に

よる運営
- C

尼子騒兵衛展の開催期間
中、緊急事態宣言が継続して
発令されていた影響もあり、
来場者は関西圏の方が多く、
当初見込んでいた遠方からの
来場者が少なくなり、目標の
入場者数を達成できなかっ

た。

入場者数は目標を達成で
きなかったが、開催期間中
はA-LABや尼崎城、歴史
博物館、尼信会館など展
覧会会場周辺の施設でも
連携して周遊に繋げること
ができた。ファンの方々だ
けでなく、市民にも周知し
市内での認知度を高める

ことも必要。

今後も地域資源として、ま
ちの魅力増進やシビックプ
ライドの醸成に繋げていく。

98.6

2 尼崎落研選手権
文化振興
担当

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成27年度

地域資源である「落語」を本市
の魅力として発信するととも
に、落語を発表する場を提供
して若い人のチャレンジを応
援する。

「お笑い」「落語」を
市の魅力として発信
する大学対抗の落
語大会。

大学生（大
学校、専門

学校、高専、
大学院大学

等含む）

12月4日 1 78 506
出場校

数
校 14 R4 11 5 12 -

・市報
・市ＨＰ
・プレスリリース
・あまらぶＦＢ
・チラシ
・Twitter
・YouTube

-

コロナによる感染拡
大が依然として続い
ていたが、昨年度に
引き続き、観覧を事
前申し込み制・上限
75人に設定し、感染
防止対策を十分行っ
た上で実施した。

B

12校中、8校が関西以外の東
北、関東、九州等から参加で
あった。初出場4校も関西以
外の大学であり、全国的に知
名度が上がってきた。

観覧定員を設けたが希望
者が多かったため、より多
くの方に学生落語を楽しん
でもらえるような検討が必
要。また、参加校が増えた
場合、予選等の検討を行う
必要がある。

当日のライブ配信や後日
配信するYouTubeのPRを
行う。また昨年度はコロナ
のため中止したキューズ
モールでの学生寄席等、
市内広域で学生落語を楽
しめる機会を作る。

92%

3
あまらぶアートラボ
運営事業

文化振興
担当

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成27年度

若手アーティストの発表・創作
の場として活用することで、若
い人の夢やチャレンジを通じ
て、子どもたちを始めとする市
民が芸術に気軽に触れるこ
と。

若手アーティストに
よる展覧会やワーク
ショップ、トークイベ
ントを開催する。

全世代 通年

展覧会5
回、トーク
3回、イベ
ント1回

4,749 19,919
入場者

数
人 3,300 R4 2,666 3,556 4,199 -

・市報
・市ＨＰ
・あまらぶＦＢ
・プレスリリース
・A-Lab HP
・A-Labインスタ
グラム
・チラシ
・ポスター
・Twitter
・YouTube
・ベイコム
ニュース、CM

-

他の事業と関連した
企画を実施すること
により、より多くの来
場者に来ていただく

ことができた。

A

昨年度に引き続きコロナ禍と
いうこともあり、展示以外のイ
ベントの実施が十分にできな
かったが、来場者数が増加し
たため

展覧会以外のイベントの充
実を図る

ワークショップなどのイベン
トをA-LABだけで実施する
のではなく、生涯学習プラ
ザ等地域に出向いて行
い、より多くの市民に文化
芸術を体験できるように取
組を進めていく。

91%

4
ティーンズサポート
チケットＰＲ事業

文化振興
担当

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成25年度

尼崎市総合文化センターと
ピッコロシアターで開催される
舞台公演などを10代の皆さん
に安価に提供し、本物の音楽
や舞台などの芸術に触れる機
会をつくる。

１公演ごとに10席限
定で500円のチケッ
ト販売を行う事業を
PRする。

13～19歳 通年
9回（うち
1回中止）

29 146
応募者

数
人 200 R4 107 25 71 -

・市報
・市ＨＰ
・あまらぶＦＢ
・チラシ

-

コロナによる中止や
対象公演が少なかっ
たが、通年で実施す

ることができた

C

昨年度よりは応募者が増加し
たが、コロナ禍の影響もあり、
目標値を大きく下回った結果
となったため

より多くの方に応募いただ
けるように広報等を工夫し
ていく

SNS等の告知やチラシを広
く配布することで応募者の
増加を図る

-

5 文化未来奨励賞
文化振興
担当

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成30年度

芸術性の高い優秀な作品など
を創作し、全国規模の活動を
展開しようとしている若手芸術
家を選考し、顕彰するととも

に、市内で発表する機会を持
てるよう支援を行うことで、若
い人の夢とチャレンジを応援

する。

第４回受賞者として
落語家を選出・顕彰
するとともに、第３回
受賞者である音楽
家のワークショップ・
発表を行った。

40歳以下

募集期間：7月
中旬～8月末頃
表彰：11月下旬
～12月初旬頃

1回 9 1,106
応募者

数
人 25 R4 14 9 9 -

・あまらぶFB
・プレスリリース
・チラシ
・ポスター
・Twitter

-
応募が少ない分野

に対して積極的な広
報を目指した。

C
候補者数が目標値に届かな
かったため

候補者数を増すための工
夫を行う

募集期間を長くし、周知を
広げるとともに、新しいノミ
ネーターを選出し新しい対
象者が選出されるようにす
る

-

6
公開レッスン・コン
サート

文化振興
担当

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成30年度

※平成29年
度は共催

市立中学校・高等学校の生徒
が世界的指揮者である大植氏
の指導を受けることで、若い人
の芸術体験を支え、若い人の
夢とチャレンジを応援する

市立中学校１校の
吹奏楽部・市立高校
１校の吹奏楽部生
徒が出演し、公開
レッスン＆コンサー
トを実施した。一般
の方も鑑賞可。

中・高生 11月6日 1回 465 1,000
入場者

数
人 1,300 R4 1,300 364 465

一般財
団法人
山岡記

念財団よ
り文化振
興基金
に事業

費を寄付
いただい
た分を市
予算に
充当

・市HP
・財団HP
・チラシ
・あまらぶFB等

山岡記念財団・
尼崎市教育委
員会が主催し、
尼崎市文化振
興財団が共催
で実施している

コロナ禍で関係者の
みの入場としていた
ところを一般の方に
来場いただけるよう
にした

C
一般の方の来場ができるよう
にしたが、参加人数が目標値
に届かな方ため

より積極的に周知を行い、
学校関係者や吹奏楽関係
者からの参加を増やす

広報に力を入れ、より多く
方に来場いただけるように
する

-

-
郷土画家「白髪一
雄」発信プロジェク
ト

文化振興
担当

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

平成31年度

本市の出身でフット・ペイン
ティングにより世界的にも著名
な抽象画家・白髪一雄の画業
や作品を本市の誇るべき地域
資源としてその魅力を市民、
国内外の人にPRする。

R3年度の開催はな
し。R4年度に宮崎県
立美術館での開催
が決定したため、輸
送に向けて箱の制
作や補強、連絡調
整等を行った。

全世代 なし ― ― 154
来館者

数（3ヶ年
合計)

人
18000
(3ヶ年)

R3 31,142 2,786 ― ― ― ― ― -

コロナ禍の影響もあり、令和３
年度は開催館が決まらず実
施できなかった。
令和４年度に宮崎県立美術
館で開催予定の展覧会に出
展する作品の箱の作成や補
強を行った。

主要な美術館は数年後の
スケジュール計画を立てて
いるため、継続して実施し
ていくためにはできるだけ
早く美術館と交渉していく
必要がある。また、全国で
「白髪一雄発信プロジェク
ト」の認知度をあげていくこ
とも必要である。

令和４年度には、宮崎県立
美術館での開催が決定し
ている。その次の開催館に
ついても、出来るだけ早く
方針を固めて交渉を進め
る。

―

7
アート＠シビック・
ロビー事業

文化振興
担当

市民の芸術体
験を支える

令和3年度

本市が所蔵する作品の有効
活用。また、市内各地でアート
作品に触れる機会を市民に提
供し、文化事業を市内の各地
域にアウトリーチする。

市役所本庁舎や生
涯学習プラザのロ
ビー等で、本市が収
蔵しているアート作
品を活用したミニ展
覧会を開催する。

全世代

初年度は6月頃
からスタート

2年目からは通
年

16回
（全4期・
各期4

テーマを
巡回）

- 200

案内チラ
シを持ち
帰った枚

数

枚 20,000 - - - 986 -

・市報
・市ＨＰ
・プレスリリース
・あまらぶＦＢ
・チラシ
・Twitter

- - C

足を止めて観賞する人が見受
けられ、設置した生涯学習プ
ラザ等から好評であった。し
かし、案内チラシを持ち帰る
人数を増やすことができず目
標は未達成となった。

作品を鑑賞する通行人は
いるが、事業として実施し
ていることがわかりにくく、
案内チラシを持ち帰る人も
少ないため、PRや展示方
法に工夫が必要。

案内チラシのデザイン変
更、作品情報等のチラシ内
容の充実を図る等、手に
取ってもらいやすい工夫
や、展示方法の見直し等を
行う。

-

評価指標 実施に当たり工夫したこと 所管課評価実績

令和３年度文化関連事業個別評価表

 課名 取組の柱

事業概要

1



経費 アンケート

事業開始年
度

目的 実施内容
対象世代
（誰向け）

実施期間
実施
回数
（回）

参加
人数
（人）

R3
事業費

（単位：千
円）

指標名 単位 目標
達成年

度
R1 R2 R3

財源獲
得の努

力
広報 協働

改善点等に対する
取組

評価 評価の理由 課題 今後の方向性
満足と答え
た人の割合

評価指標 実施に当たり工夫したこと 所管課評価実績

令和３年度文化関連事業個別評価表

 課名 取組の柱

事業概要

8
白髪一雄現代美術
賞

文化振興
担当

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

令和3年度

既成概念にとらわれない前衛
的な作品を発信した現代美術
画家「白髪一雄」氏にちなみ、
若手アーティストが活躍できる
場の提供を行うことで、これか
らの活躍の登竜門となる場所
として尼崎市を全国的に発信
していく。

第1回白髪一雄現代
美術賞の受賞者とし
て1人を選出する

40歳以下

募集期間：6月
～1月頃

表彰：3月、展
示：翌年度

1回 47 459
応募者

数
人 200 - - - 47 -

・市報
・市HP
・プレスリリース
・あまらぶFB
・チラシ
・twitter等

- - C
全国から応募いただいたが、
第1回ということもあり、目標
値に届かなかったため

より多くに方に応募いただ
けるようにし、価値の高い
賞にしていく

今まで届いていなかったと
ころへの周知や、第1回受
賞者の発表を行うことでよ
り多方面からの周知を行う

-

9 白髪一雄記念室

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

平成25年度

尼崎市出身であり世界的に評
価された抽象画家・白髪一雄
の作品を展示し、功績を紹介
する。

①第17回展示「白髪
一雄と尼崎Ⅱ-画家
ゆかりの地をめぐる
-」
②第18回展示
「SHIRAGA×
ALMOSTBLACK」

全世代

①4月24日
～9月26日

（緊急事態宣言
により4月25日
～5月14日は休

館）

②10月23日
～3月21日

年2回 2,885 6,743
入場者

数
人 3,468 R4 3,574 1,915 2,885 －

・市報
・財団HP
・チラシ
・新聞折込
・情報誌

−

チラシ、WEBを媒体
とする広報活動を続
けるとともに、テレビ
等メディアへ積極的
な協力を行い白髪一
雄の周知につながっ

た。

B

展覧会の内容と併せた「白髪
一雄ゆかりの地まちあるきツ
アー」の実施や、ファッション
ブランドとのコラボレーション
等、新しい方向での企画を組
み込み、入館者数の増加につ

ながった。

今後も幅広い年代層に白
髪一雄の画業・作品に親し
んでもらえるよう、取り組み
を続けたい。

紹介内容を充実させるな
ど、マンネリ化を防ぎつつ
作品展示に付加できる魅
力を工夫し、新規のファン
の獲得とリピーターにも満
足いただけるよう工夫す
る。

ー

10 美術展事業

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

市民の芸術体
験を支える

昭和49年度

優れた芸術を紹介することに
より、市民が芸術文化に対す
る意識を高め、生活に潤いを
もたらす。

郷土作家の作品や
優れた作家の作品
を紹介する展覧会を
開催する。
①赤松玉女「まなざ
しのものがたり／A
Story of Looking」
②白髪一雄×須田
剋太　二人の曼陀
羅

全世代

①5月15日
～6月13日

②11月27日
～1月10日

年2回
①1,232

②1,602
11,474

入場者
数

人 4,644 R4 3,060 2,048 2,834 －

・市報
・財団HP
・財団フェイス
ブック
・新聞折込・ポ
スター・チラシ
等
・情報誌、タウ
ン誌掲載
・インターネット
媒体掲載

−

PR、集客効果を高
めるため、フェイス
ブックの活用やチ
ケットサブスクリプ
ションの導入などを
行った。

C

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため開催日が減る
などの影響があったが、概ね
当初の目標通りの集客を達
成することができた。赤松玉
女氏の尼崎市民芸術賞の受
賞、近隣市の画家・須田剋太
と白髪一雄との交流などを紹
介し、本市ゆかりの美術家を
広くアピールできた。

効果的な、PR方法、広報
媒体の開拓

本市ゆかりの芸術家の紹
介と、市民に良質な美術を
紹介することを目的とした
魅力ある企画展の開催に
努める。

①97％
②99％

11 市展

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

市民の芸術体
験を支える

平成23年度

日頃より芸術文化に関心を
持っている市民に成果発表の
機会を提供し、市民の創作意
欲の向上と芸術文化に対する
意識の高揚を図る。

洋画、日本画、彫
塑・立体・工芸、写
真、書の作品を一般
公募し、入選・入賞
作品を一般公開す
る。

全世代
2月26日
～3月6日

年1回

（参加）
204

（入場者）
1,505

4,370
参加者

数、入場
者数

人

（参加）
265

（入場
者）1,721

R4

（参加）
252

（入場
者）1,497

（参加）
263

（入場
者）1,583

（参加）
204

（入場
者）1,505

－
・市報
・財団HP
・チラシ

−
若年層や新規参加
者への広報活動を
強化した。

B

募集要項を全面的に刷新す
るなど工夫し、新規の方から
も積極的な応募をいただけ
た。

実施時期の変更、他市の
公募展の再開等の要因に
より参加者数の減少が見
られた。

開催時期の周知に力を入
れるとともに、現代の創作
活動に合った募集要件の
見直しなど工夫を続ける。

ー

12
ふれあいギャラ
リー

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

市民の芸術体
験を支える

平成4年度

市内で地域に根ざした活発な
創作活動を展開している文化
団体に対し、発表の場を提供
し、市民文化の振興を図る。

市内で創作活動し
ている団体が、順
次、グループ発表会
を開催する。

全世代

①10月6日
～12月20日

②2月16日
～3月28日

年2回
(14)

1,700 2,040
参加団
体数

クール
（週）

14 R4 13 11 14 －
・市報
・財団HP
・チラシ

−

老朽化していた椅
子・音響等の設備や
募集要項（参加条
件）を更新し、利用

者から好評をいただ
けた。

B
参加団体数・入場者数ともに
増加し、各団体による特色あ
る展示が行われた。

展示内容や参加団体の多
様化に対応しつつ、広報を
工夫する。

今後も若年層・新規団体へ
の積極的な広報や、会期
中の他の主催事業（展覧
会）との相互PR等、周知に
力を入れる。

ー

13 文芸祭

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

市民の芸術体
験を支える

平成21年度
から移管

市民の文芸活動への参加を
促進するとともに、作品研究
会を通して文芸の振興と交流
を図る。

広く川柳・短歌・俳
句の文芸作品を募
集し、優秀な作品は
文芸作品集に掲載
するとともに、文芸
祭大会で、作品の
研究会を行う。

全世代

募集期間：
6月1日

～7月14日

表彰：
12月12日

年1回 1,211 3,659
応募作
品数

件 1,320 R4 1,385 1,545 3,045 －
・市報
・財団HP
・リーフレット

−

今年度から応募可
能数を一部門につき
２作品に増やした。
(前年度までは一部
門につき1作品）ま
た、近隣中学校の国
語の授業に川柳を
取り入れていただ
き、応募作品数増に
繋がった。

A

応募可能数の増加により作品
総数が倍増し、より多彩な作
品を集めることができた。また
外出自粛の影響もあり、文芸
作品集の売上が昨年度より
増加した。

効果的な、PR方法、広報
媒体の開拓

若年層の獲得に向けたHP
での広報の強化やインター
ネット受付の再整備を通し
て、事業の認知度を上げて
いきたい。

ー

- 尼崎薪能

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

昭和55年度

能楽を身近でかつ、気軽に鑑
賞できる機会を提供すること
により、日本の伝統芸能への
関心を高揚し、市民文化の振
興を図る。

- 全世代 開催中止 年1回 - 1,203
参加者

数
人 800 R4 (雨天中

止)
900 − − − − − − − − − −

- 富松薪能

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

昭和55年度
(富松は平成
8年度から補

助)

能楽を身近でかつ、気軽に鑑
賞できる機会を提供すること
により、日本の伝統芸能への
関心を高揚し、市民文化の振
興を図る。

− 全世代 開催中止 年1回 - -
入場者

数
人 800 R4

800
− − − − − − − − − − −
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（回）

参加
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（人）

R3
事業費

（単位：千
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達成年

度
R1 R2 R3

財源獲
得の努

力
広報 協働

改善点等に対する
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評価 評価の理由 課題 今後の方向性
満足と答え
た人の割合

評価指標 実施に当たり工夫したこと 所管課評価実績

令和３年度文化関連事業個別評価表

 課名 取組の柱

事業概要

14 演劇祭

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

昭和26年度

演劇団体に発表の場を提供
し、一堂に会することにより相
互交流と研鑽を図り、演劇を
通じて文化の向上を図る。

尼崎市舞台芸術協
会による演劇発表
会を実施する。

全世代
2月5日

～2月6日
年1回 112 930

出演団
体数

団体 8 R4 7 − 5 -
・市報
・財団ＨＰ
・チラシ

-

設営・バラシの作業
を舞台スタッフと共

に学生が行い、舞台
裏の仕事にも興味を
もってもらうことがで

きた。

C

新型コロナウイルス感染症拡
大により、参加団体辞退が続
出した。映像作品での公演差
し替えを行うなどして対応した
が、結果的に全体の入場者
数低下につながった。

・加盟団体の参加率が低
いこと
・尼崎市演劇祭の周知が
十分でないこと
・関係者による入場が多
く、尼崎市演劇祭に興味を
もつ純粋な入場者が少な
いこと
・固定客がおらず、リピート
につながっていないこと

尼崎市演劇祭が抱える問
題は、尼崎における演劇人
口の少なさを物語ってい
る。周知が十分でないこと
に起因しているため、広報
開拓として、プレスリリース
や、演劇専門誌への情報
提供、ＳＮＳの利用を通じ
て、尼崎市演劇祭が継続
できるよう、努めてまいりま
す。

-

15
新人お笑い尼崎大
賞

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成12年度

尼崎から21世紀に広く全国に
羽ばたく芸能人を発掘かつ育
成し、このまちの文化の発展と
向上に寄与することを目的と
する。

尼崎から21世紀に
広く全国に羽ばたく
芸能人を発掘かつ
育成するため、コン
クールを開催する。

全世代 本選：9月26日 年1回 467 2,392

エント
リー数

(入場者
数含む)

組 1,130 R4 1,075 353 467
協賛金
の新規
獲得

・市報
・財団ＨＰ
・チラシ

-

新型コロナウイルス
感染症拡大を防ぐと
ともに経費節減にも
努めた

C

新型コロナウイルス感染症拡
大により、協賛金の獲得が難
しくなる中、予選会を非公開で
の映像審査に変更するなど
し、感染拡大を防ぐとともに経
費削減にも努めた。また、感
染拡大により予選会への出場
エントリー数は大幅に減った。

協賛金の獲得について
は、社会経済情勢に影響さ
れるため、公的な助成金や
経済に影響されない協賛
団体を獲得できるよう次回
に向けて対策を検討する。

出場者の新規獲得のた
め、より一層近隣地域へ向
けて、大会趣旨を含めた
PR発信を重点的に行う方
法について検討してまいり
ます。また協賛金について
も事業運営に理解を頂け
る企業を新たに発掘できる
よう努力します。

-

16 尼崎文楽公演

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

昭和61年度
伝統芸能である人形浄瑠璃、
歌舞伎を通じて近松芸術への
理解を深める。

文楽公演
　昼の部：一谷嫩軍
記
　夜の部：曽根崎心
中

小学生以上 3月9日 年1回 348 2,377
入場者

数
人

（文楽）
750

（歌舞伎）

1,900

R4 － －
（文楽）

348
—

・市報
・財団HP
・新聞折込
・チラシ
・ポスター
・企業斡旋
・近松関連団体
斡旋

-
関連団体への斡旋
など外部へのPRを
行った。

C

新型コロナウイルス感染症拡
大防止対策として客席を半数
以下にして販売したことにより
入場者数が前回の半数程度
に減ってしまった。

今後継続して開催するた
めには新たな層への働き
かけを行い、来場者の増
加を図っていくことが必要
である。

今後も文化振興事業の一
つとして、地域の皆様に日
本の伝統芸能を身近に感
じていただく為、継続して
実施していきたい。

-

17 近松祭

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

昭和11年度

近松門左衛門の功績を顕彰
する事を目的として、近松記
念館で近松をテーマとする演
芸等の行事を行う。

人形浄瑠璃、浪曲、
人形劇、落語、踊り
など近松門左衛門
ゆかりの演芸等上
演する。令和3年度
は墓前祭のみ実
施。

全世代 10月24日 年1回 46 843
参加人

数
人 600 R4 510

50（墓前
祭のみ
実施）

46（墓前
祭のみ
実施）

— — — — C

新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から前年度と同
様に奉納行事のみしか開催
できていない。

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響でここ２年奉納
行事のみしか開催できて
おらず、平常時に戻った時
には来場者が減数になら
ないよう告知等しっかりと
策を講じる必要がある。

若い方への参加呼びかけ
と財源確保

-

18 近松ナウ

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発
展させる

昭和61年度

市制70周年（1986年）を契機
に、「近松のまち・あまがさき」
を目指して、多彩な文化事業
を展開。
その一環として「近松を現代に
甦らせる」をコンセプトとして実
施。

近松の世界を現代
に甦らせようと、近
松をテーマにした各
種の催しをトータル
でPRすることで、よ
り多くの方に観賞、
ご参加いただけるよ
うに努めている。

全世代 9月～3月 12事業 29,747 1,387
事業本

数
事業 21 R4 17 9 12 —

・市報
・財団HP
・チラシ

民間の協賛団
体の確保に努
めている

市内外へ向けた近
松の情報発信のた
め、近松門左衛門に
ゆかりのある地域へ
の全国的なPRを
行ったが、新型コロ
ナウイルス感染症拡
大の影響で協賛予
定団体の事業が中
止となり、事業数が
減少した。

C

市内外へ向けた近松の情報
発信のため、近松門左衛門に
ゆかりのある地域への全国的
なPRを行ったが、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響
で協賛予定団体の事業数が
減少した。

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により通年開
催の講座企画や展示企画
の期間が短縮されたため、
合計参加者数が前年度よ
りも大幅に減少してしまっ
た。今後より広く近松ナウ
事業を周知いただくために
は過去の参加団体に限ら
ず新たな団体に協賛いた
だけるよう働きかける必要
があると考える。

本事業を通して、「近松の
まち・あまがさき」のPRを強
化し、新たに協賛団体を募
る。

—

19 近松賞

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

平成13年度

近松の功績を顕彰するととも
に新たな演劇作品の発掘、次
代の演劇界を担う優れた劇作
家の育成を目的に実施する。

戯曲を募集し、審査
を通過した作品を対
象に選考会を実施
して大賞を決定、大
賞作品については、
準備期間を設けて
上演する。令和3年
度は第8回近松賞の
募集・PRを実施。

全世代 通年 - - 4,984 - - - - - - - -

パンフレット作
成
新聞広告掲載
雑誌広告掲載

－

過去応募者へのパ
ンフレット送付の他、
新聞広告や雑誌広
告など一般市民へ
向けたPRを行った.

B
当初の計画通り、PR関連を実
施することができた。

財源の確保
次回の募集に向け、発送
先リストなど名簿の整理を

行う。
—

20
アウトリーチ事業
（美術）

尼崎市文
化振興財
団（市補助
金事業）

市民の芸術体
験を支える

平成24年度

市内の子どもたちが芸術を肌
で体験・体感できる場を提供
する。美術部門では、身体を
使った創作の楽しさを体感す
る場を提供する。

尼崎市が誇るアク
ション・ペインター白
髪一雄氏の画業を
紹介しながら、その
独創的な足で絵を
描く描法を体験して
もらう。

全世代
（小学校高
学年児童生

徒中心）

通年
3箇所
6回

149 1,759
実施箇

所

箇所
（学校・
園・公共
施設等）

6 R4
7箇所
（13回）

2箇所
2回

3箇所
6回

助成金
獲得

募集チラシ －

市内小学校だけでな
く、幼稚園において
も積極的に実施し
た。

C

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、小学校では体
育館、特別教室等、広いス
ペースを利用し、密にならな
いように工夫しながら実施し
た。

市内小学校を中心に、子ど
もたちが芸術を肌で体感で
きる機会を増やしていく。

実技プログラムの中にレク
チャーを取り入れるなど、
よりわかりやすく芸術を身
近に感じられるようにして
いきたい。

ー

21
アウトリーチ事業
（音楽）

尼崎市文
化振興財
団（自主事
業）

市民の芸術体
験を支える

平成20年度

市内の子どもたちが芸術を肌
で体験・体感できる場を提供
する。音楽部門では、楽器に
触れたり、本物の音楽を生で
体験することにより、感性を養
い、音楽の楽しさを体感する
場を提供する。

尼崎を中心に関西
で活躍する音楽家
による生演奏を実
施。

全世代
（小学校高
学年児童生

徒中心）

通年 31 978 3,535 公演数 回 40 R4 25 31 31
助成金
獲得

・小学校長会
・各学校宛チラ
シ

－ － C

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響で公演が中止になっ
たりと小学校で予定した公演
数が当初の予定数を下回った
が、体育館等広いスペースを
利用し、密にならないように人
数を調整し実施した。

市内小学校を中心に子ど
もたちが本物の音楽に触
れることができる機会を増
やしていく。

新型コロナウイスルス感染
症拡大が落ち着けば、生
徒との共演などを実施し、
芸術体験の機会を増やす
きっかけを増やしていきた
い。

—
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経費 アンケート

事業開始年
度

目的 実施内容
対象世代
（誰向け）

実施期間
実施
回数
（回）

参加
人数
（人）

R3
事業費

（単位：千
円）

指標名 単位 目標
達成年

度
R1 R2 R3

財源獲
得の努

力
広報 協働

改善点等に対する
取組

評価 評価の理由 課題 今後の方向性
満足と答え
た人の割合

評価指標 実施に当たり工夫したこと 所管課評価実績

令和３年度文化関連事業個別評価表

 課名 取組の柱

事業概要

22 地域展開事業

尼崎市文
化振興財
団（自主事
業）

市民の芸術体
験を支える

令和3年度

市内のさまざまな場所で、あら
ゆる世代の市民が文化芸術
に触れるきっかけとして、市民
に文化芸術体験の場を提供
し、地域の活性化とまちづくり
に貢献します。

生涯学習プラザ等
への音楽や美術の
アウトリーチ事業

全世代 通年 21 464 − − 回 24 R5 － － 21 - ・募集チラシ － － B
新型コロナウイルス感染症拡
大のなか、目標値に近い実績
を残した。

音楽や美術だけでなく、市
内のさまざまな場所で文化
芸術を体験する場を提供
する。

文化芸術によるきっかけづ
くりとを推進し、地域との関
係性を深めるとともに、多
様な活動者等が繋がる場
づくりに取り組んでいく。

—

23 文化教室事業

尼崎市文
化振興財
団（自主事
業）

市民の芸術体
験を支える

昭和49年度

開館以来、市民ニーズに応え
ながら幅広い各種講座を運営
し、学習・創作・実践の場を提
供する。

洋舞・邦舞コースを
はじめとし、音楽、
美術から文学や教
養に至る多数の講
座を開講している。

全世代 通年
8コース
64講座

694 21,212
受講者

数
人 800 R4 771 706 694 －

・市報
・財団HP
・新聞折込
・チラシ

－ － B

緊急事態宣言等による休講も
あったが、感染対策を講じて
継続開講することにより、受
講生の大幅な減少には至らな
かった。

広報（受講生募集）は新聞
折込が有効な手段である
が、より幅広い層に届く広
報が課題である。

受講生数は確保しながら、
各講座の地域展開を促
す。

-

24 ホール事業

尼崎市文
化振興財
団（自主事
業）

市民の芸術体
験を支える

昭和57年度 尼崎市民の文化の向上

オペラ、バレエ、クラ
シック、お笑いなど、
幅広いジャンルの事
業を実施。また、子
ども向けの事業も
行っている。

全世代 通年 30回 12,400 28,283 参加人数 人 29,915 R4 23,979 3,672 12,400 －

・市報
・財団ＨＰ
・掲示板
・ポスター、チラ
シの配布
・新聞広告
・団体斡旋

－ － C

新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点か計画通りに
公演を開催することができな
かったが、当初予定の7割程
度の事業を感染対策をしっか
り行った上で、開催することが
できた。
また、公益財団法人兵庫県芸
術文化協会からの令和3年度
次世代応援舞台支援事業とし
て100万円の助成金を獲得す
ることができた。

様々な助成金の獲得方法
を検討する必要がある。

幅広い年齢層に向けた事
業展開を行う。

96.6%

25
おうちでアルカイッ
ク

尼崎市文
化振興財
団（自主事
業）

市民の芸術体
験を支える

令和2年度

コロナ禍においても人々が文
化芸術に触れる機会を絶やさ
ぬよう、文化振興財団のHP上
に様々な文化的コンテンツの
動画を公開している。

主催する文化事業
の模様、動画による
ワークショップ、白髪
一雄の紹介、文化
教室の紹介、施設
の紹介などを
YouTubeを通して配
信した。

全世代 通年 20本 22,555 − 視聴数 回 10,000 R4 − 8,967 22,555

一部機
材購入
に際し

て、文化
庁の助

成金を活
用した。

・財団HP
・ポスター掲示
・チラシ等掲載

一部動画は、
共催団体や支
援を行っている
団体の協力を
得て制作した。

機材を充実させ、さ
まざまな撮影に対応
できるようにした。

A 視聴数、チャンネル登録者数
は順調に伸びている。

コンテンツのさらなる充実。
他のSNSとの連携。

・視聴者が短時間で興味を
引くような動画を作成す
る。
・ライブ配信などにも積極
的に取り組む。

-

26
あまがさきアート・
ストロール

観光振興
課

市民の芸術体
験を支える

令和3年度

地域ににぎわいを創出するだ
けでなく、普段尼崎を訪れるこ
とのない方がアート鑑賞を機
に、市域を周遊し、駅周辺の
街の魅力に触れ、商店街等で
食事や買い物を楽しむきっか
けとなり、地域経済の活性化
を図る。

「六甲ミーツ・アート
芸術散歩」のコンセ
プトを基に、尼崎の
街に展示された現
代アート作品を自由
に歩きながら鑑賞す
る。

全世代
3月19日～3月

27日
1 4,728 12,557

来場者
数

人 5,000 R3 - - 4,728

企業版
ふるさと
納税（地
方創生ス
キーム
「SCBふ
るさと応
援団」）

・市報
・市HP
・公式HP
・その他団体HP
・ポスター
・各種SNS
・各種屋外広告

実行委員会に
よる運営

B

新型コロナウイルス感染症の
影響によるまん延防止等重点
措置実施期間中であったこと
や、会期中の天候に恵まれな
い悪条件ではあったものの、
美術展にとどまらず、ストリー
トパフォーマンス、演劇、ワー
クショップ、ブックマーケット、
フードなど市民主体のものも
含め、様々なイベントを、公共
施設だけでなく、商店街、神
社、公園などをエリア一帯で
開催し、概ね目標に近い参加
者数となったため。

継続して実施したいが、次
回開催に向けた財源の目
途が立っていない。

継続していくことを検討して
いる

-

27 少年音楽隊事業
こども青少
年課

若い人の夢と
チャレンジを応
援する

昭和37年度

豊かな情操と健やかな心を
持った子どもを育成するととも
に、本市の音楽文化の向上に
寄与する。

合唱隊、吹奏楽隊、
バトン隊、トランペッ
ト隊、ドラム隊の５隊
で編成し、定期演奏
会の実施の他、地
域のイベントにも多
数出演している。

青少年（小
学校5・6年

生等）
通年

226人(R3
隊員数）

3,824 隊員数 人 270 R3 257 245 226

楽器の
寄付を毎
年受けて
おり、公
費による
楽器購
入は行っ
ていない

・市報
・市ＨＰ
・チラシ（市内小
学校、公共施設
等）
・ポスター
・小学校校長会

− − B

隊員数は令和3度末の隊員数
は226人を数え、目標水準に
概ね到達している。（達成率
83.7％）少年音楽隊の日々の
活動を通じて、青少年の健全
育成が図られるともに、隊の
認知度も上がり、隊員数の増
加にもつながっていくものと考
えている。

昨年度に続き、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大に
伴い、少年音楽隊の活動
が制限されたが、感染症対
策を十分に講じながら良好
な練習環境を整え、新型コ
ロナウイルス感染症を機に
隊員数が減少することのな
いよう活動内容の一層の
周知を図ること。

当該事業は、隊員の保護
者や教育委員会との密接
な連携が不可欠であり、今
後もこうした主体と連携を
図りながら事業を推進して
いく。

−

-
育み・育ち・つなぐ
音楽のまち尼崎事
業

学校教育
課

市民の芸術体
験を支える

平成28年度

児童生徒による多彩な音楽活
動を通じて、子ども達を育み、
大人も育ち、市民にとって、愛
着と誇りの持てるまちや未来
につながるまちづくりを推進す
る。

児童生徒による多
彩な音楽活動を通じ

て、子ども達を育
み、大人も育ち、市
民にとって、愛着と
誇りの持てるまちや
未来につながるまち
づくりを推進する。

小・中・高等
学校の児童

生徒
・保護者
・一般

8月～3月 年12回 4,477 3,104 入場者数 人 12,000 - 1,189
（開催中

止）
4477 -

・保護者にお知
らせの配布

公益財団法人
尼崎市文化振
興財団（尼崎市
総合文化セン

ター）

− -

【変更点】
・令和2年度まで文化関連事
業個別評価の対象としていた
「あまがさきコンサート」は令
和3年度より廃止。
・令和3年度からは、「小学校
音楽会委託事業、中高合同
音楽会委託事業、定期演奏
会補助金事業」として、継続し
て実施。

【令和3年度】
・新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から、小学校音
楽会は中止。
・中高合同音楽会は、規模を
縮小して実施。（2部制、一般
市民の来場は中止など）
・定期演奏会は、規模を縮小
して実施。（一般市民の来場
は中止など）

・令和3年度は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の
観点から、一般市民の来
場は中止とし、出演者・補
助員・保護者のみの来場と
した。
・出演校の交通手段を確保
するのが難しい

・対象の行事が変更となる
ことから、令和4年度からは
評価指標を見直す予定。
・令和4年度の実施につい
てはコロナウイルスの感染
状況を踏まえ、実施方法・
実施の可否について検討
する必要がある。

アンケート
未実施

4
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目的 実施内容
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28
田能資料館教育普
及事業

歴史博物
館

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発

展させる

令和３年度

（前身となる
「古代のくら
し体験学習

事業」は昭和
46年度、「田
能遺跡サ

ポーター養
成事業」は平
成28年度）

弥生文化をより身近なものとし
て理解するため、古代のくらし
を体験できる学習会を展開し
て弥生時代の人々の生活や
技術・文化の発展に対する認
識を新たにし、市民の歴史学
習を支援するとともに、文化財
に対する関心を高める。

・古代のくらしを体験
できる事業を展開す
る。令和4度はオン
ライン授業の取組を
開始する。

・田能遺跡サポー
ターを養成し協働の
取組を推進するた
め、ボランティア保
険の加入、事業の
サポートや研修を行
う。

全世代
（特に小学

生）
通年 通年 89 600

参加者
数

人 300 R4 183 97 170 ―

・twitter
・市報
・市ＨＰ
・チラシ

市民ボランティ
アである田能遺
跡サポーターク
ラブとの協働に
よる事業実施
に努めている。

・交通利便性の面で
不利な立地であるこ
とや、新型コロナウィ
ルス感染症防止の
観点から来館促進
が難しいことを踏ま
え、新たな取組とし
て小学校等とのオン
ライン授業の試行を
行った。

・田能資料館の図録
をリニューアルし刊
行した。

C

取組の柱の方向性には合致
しているものの、新型コロナウ
イルス感染症防止のため、目
標値を下回ったため。
　なお、小学校とのオンライン
授業は今後も継続して取り組
み、田能資料館の主要な事業
として育てていきたい。

・市内の小学校からの来
館・見学を増加させること
が望ましいが、交通利便性
の面で不利な立地であり、
学校見学に来てもらいにく
い。

・新型コロナウィルス感染
症
対策を講じながらの事業実
施

・来館と事業参加を促進す
るため、ＰＲの効果も期待
しながら積極的に地域等と
連携した事業展開に努め
る。

・主に小学生を対象とした
オンライン授業の充実を図
り、田能遺跡の周知や来
館促進につなげていく。

-

29
田能資料館展示事
業

歴史博物
館

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発

展させる

特別展：昭和
46年度
企画展：平成
15年度

国史跡に指定されている田能
遺跡にみられる弥生文化と他
地域との関連・波及状況、弥
生時代の人々の生活や技術・
文化の発展などを紹介し、弥
生文化の重要性について周知
を図ることにより、文化財及び
郷土文化に対する市民の関
心を高める。

（前期）
「チャレンジ★やよ
い人！－弥生土器
づくり－」

（後期）
「いらっしゃい　田能
のおうち―弥生時代
の復元住居―」

全世代

（前期）
5/12～9/19

（後期）
10/19～3/27

2 24,191 217
観覧者

数
人 28,000 R4 25,261 15,478 24,191 ―

・twitter
・市報
・市ＨＰ
・チラシ

―
新型コロナウィルス
感染症対策を講じな
がらの事業実施

B

取組の柱の方向性には合致
しているとともに、目標基準に
達しているため。
　また、前期企画展では資料
の展示に加え、職員が実際に
弥生土器づくりを行う様子の
動画を作成し、併せて公開す
るなどの工夫を行った。

新型コロナウィルス感染症
対策を講じながらの事業実
施

・新型コロナウィルス感染
症による来館者の減少動
向がつかめないなか、令和
4年度においては、今後の
展示内容の充実を図るた
め、企画展を年1回とし、改
めて収蔵資料や展示施設
の整理に集中的に取り組
む。

-

30

歴史博物館企画展
示事業（旧・文化財
収蔵庫企画展事
業）

歴史博物
館

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発

展させる

平成26年度

歴史博物館（旧・文化財収蔵
庫）が所蔵する資料を広く公
開することにより、市民や子供
たちが本市の歴史や文化財に
関心を持つとともに、本市のシ
ティプロモーションにも貢献す
る。

歴史博物館（旧・文
化財収蔵庫）が所蔵
する資料を活用した
企画展を、同館企画
展示室・展示学習室
で開催する。

全世代

第2回「中世尼
崎の武者伝説」
4/25～6/27
第2回「尼いも
復活物語」
4/25～9/5
第3回「尼崎城
を掘る」
7/10～9/5
第4回「むかし
のくらしむかし
の小学校」
1/8～3/27

4回 24,705 1,073
展示観
覧者数

人 20,000 R4 929 848 24,705 －

・市報
・市ＨＰ
・ポスター
・チラシ
・新聞各紙
・ラジオ
・ケーブルテレ
ビ

— — A

歴史博物館の開館により、館
内で収蔵資料を展示公開す
ることが可能となり、令和３年
度は年間４本の企画展を開催
でき、そのいずれもが観覧者
のアンケート調査結果による
と、高い評価を得ることができ
たため。

今後も継続的に年間３本
程度の企画展を開催し、尼
崎の歴史や文化財に関す
る市民や市外からの来訪
者の関心を高めていくこ
と。

年間３本程度の企画展を
開催していく。

100%

31
歴史遺産を活かし
たまちの魅力再発
見事業

歴史博物
館

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発

展させる

平成26年度

まちづくりの核となる歴史遺産
を活かし、市民との協働のま
ちづくりを展開し、情報発信す
ることで、市民の地域への愛
着を醸成し、尼崎の魅力を高
める。

富松城跡の保存・活
用を市民と協働で進
めるとともに、富松
城跡の歴史的価値
や歴史遺産としての
活用方策等を市民
と共に考えるための
イベント等を開催す
る。

全世代 3月19日 1 10 50
事業参
加者数

人 100 R4 72 0 10 — —

富松城跡を活
かすまちづくり
委員会と連携
し、その協力も
得て実施した。

— C

本年度は、新型コロナウイル
ス感染症防止の観点から、対
象者をまちづくり委員会の会
員のみとした研修として、近隣
史跡の見学会を実施した。

富松城跡の歴史的・文化
財的価値を広く市内外に
発信に努めるととともに、
富松城跡の保存・活用方
策の検討を市民とともに進
め、地域資源としてまちづ
くりに活用していく必要が
ある。

これまでは、富松城跡を広
く周知するための単発的事
業を行ってきた。今後は、
地域住民や学校との連携
を更に深め、富松城跡を地
域資源として保存・活用し
ていくための取組を進める
と共に、歴史博物館を会場
とした催しも行っていく。

—

32

歴史博物館教育普
及事業（旧・わくわ
く体験ミュージアム
事業）

歴史博物
館

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発

展させる

平成13年度

地域の歴史に関わる各種体
験学習活動をはじめとする教
育普及事業を、市民との協働
で行うことにより、市民や児童
生徒が本市の歴史・文化財に
関心を持ち、地域に根ざした
文化活動の促進に貢献する。

・市民向けの歴史講
座の開催
・学校教育と連携し
た児童生徒向けの
昔のくらし等に関す
る学習会の開催
・体験を主とする夏
休みの学習会の開
催
・学芸員と協働で体
験学習活動を行う
市民ボランティア養
成

全世代 通年 106 1,129 300
事業参
加者数

人 4,500 R4 3,057 973 1,129 ―
・市報
・市ＨＰ

一部事業は、
れきし体験学習
ボランティアと
協働で実施して
いる

― C

本年度は、新型コロナウイル
ス感染症防止の観点から、実
施できた事業は例年に比して
少なかったものの、市民の学
習要求に応えることができて
いるので。

令和2年度に歴史博物館
が開館したので、歴史博物
館教育普及事業として新た
な展開を構築していく必要
がある。

博物館にとっては、展示と
並んで最重要な事業であ
り、直接、市民や児童生徒
と繋がっている事業でもあ
る。加えて、歴史博物館で
は教育普及事業を行う施
設・設備が充実したことか
ら、本事業はより多彩で、
より市民・児童生徒の学習
意欲やニーズに応えた内
容へと高めていく。

―

33
歴史博物館特別展
事業（旧・歴史資料
公開活用事業）

歴史博物
館

育まれてきた
歴史・伝統・文
化を継承・発

展させる

平成17年度

教育委員会が行ってきた歴史
資料等の収集の成果を市民
に還元し、他都市博物館等か
らの借用資料も加えた特別展
を開催することにより、本市が
歴史豊かな文化都市であるこ
とをＰＲし、本市のイメージアッ
プに貢献する。

歴史博物館が所蔵
する歴史資料・美術
工芸資料等と他都
市博物館等からの
借用資料を活用した
展示会を、同館企画
展示室を会場に開
催する。

全世代
10月2日～
　11月30日

1 10,367 2,545
展示観
覧者数

人 1,500 R1 2,190 9,630 10,367 —

・市報
・市ＨＰ
・ポスター
・チラシ
・新聞各紙

市民との協働
により行ってい
る教育普及活
動についても展
示の中で紹介
した。

－ A

歴史博物館の開館により、館
内で他都市博物館等の借用
資料も活用した特別展開催が
可能となり、令和３年度は第1
回特別展を開催でき、1万人
を超える観覧者があり、観覧
者のアンケート調査結果によ
ると、高い評価を得ることがで
きたため。

今後も継続的に毎年秋に
特別展を開催し、尼崎の歴
史や文化財に関する市民
や市外からの来訪者の関
心を高めていくこと。

年間秋に企画展を開催し
ていく。

100%

A

5


